
新制同窓会10年史

堀川高校２５期卒業の長谷川ユリ（久保）です。
同窓会と同窓会誌の編集を、その年に還暦を迎える卒業生が担当するという、新体制の初回とし

て、１０６周年、２０１4年の同窓会事業を同期の仲間１２名で担当しました。
私自身は、同窓会が本格的に始動した１００周年事業の時に、別の会でたまたま知り合った先輩

の小森マリさん（１００周年事業実行副委員長であり現在同窓会相談役）に声をかけられ、佐渡裕
さんが指揮をされるイベントに魅力を感じお手伝いをさせて頂きました。
それをきっかけに、その後１０５周年まで毎年開かれていた同窓会のお手伝いを、声をかけられ

るままに続けておりました。
当時は会の仕組みや、自分がどういった立場でそこにいるのかも分からないままでしたが、実行

委員会の会議にも出席を促され、ちょっとした意見もきいていただくようになりました。
その会議で、これからの同窓会をより発展させてゆくにはどうすれば良いのかが話し合われたと

き、「某私立中高の同窓会は、５０歳を迎える卒業生が中心になって企画運営され、大変活気のあ
る会になっている」と知人に聴いたことをお話しました。

そして堀川高校もそうした仕組みを採り入れ、還暦を迎える卒業生有志が担当すればというのが
私の意見でした。６０歳は会社では定年、こどもの自立が見えてくる頃。第２の人生も視野に入り、
昔のことが懐かしく思え、同窓会に関わることもマイナスにはならないのではと。ちょうどその頃
２５期生で還暦同級会の計画をしており、その幹事グループが、１０６周年同窓会事業を引き受け
てくれそうと提案させて頂いたところ、承認されました。

その後新たに、次年度、次次年度還暦を迎える卒業生を４月の同窓会に無料でご招待し、今後の
同窓会実行役の新たなメンバーを迎えていく仕組みも加えられました。
それ以来、次の１１７周年同窓会まで、毎年新しい実行委員メンバーを迎え、魅力ある企画や同

窓会誌が発行されているのは、周知のこととなりました。
また、予想通り１0６周年から、運営に有能なメンバーが続々と加わってきました。卒業生が集え

るグルメ会やゴルフクラブ、婚活クラブなどもできて、堀川同窓会は進化を続けています。

堀川同窓会では平成27年、同窓会組織体制を再構築いたしました。
その際、その年の同窓会の企画運営を還暦を迎える学年に担当して戴くことといたしました。
還暦学年から実行委員長・副委員長を選出し、当該学年から数名の実行委員を選出して戴き実行委
員会を設立し、同窓会の企画運営を担当して戴いています。

平成27年にスタートした新制同窓会も本年10周年を迎えます。
ここに、新制同窓会10年の歩をご紹介いたします。

第106回（2014年） 担当学年 高25期 実行委員 中村一郎 竹田賢司 長谷川ユリ（久保）
第107回（2015年） 担当学年 高26期 実行委員 大八木一寿 肝付容子（服部）
第108回（2016年） 担当学年 高27期 実行委員 上田孝 下出康広
第109回（2017年） 担当学年 高28期 実行委員 荒木康博 生田誠
第110回（2018年） 担当学年 高29期 実行委員 北村勝信 塩釜和己
第111回（2019年） 担当学年 高30期 実行委員 伊藤文彰 新実彰男
第112回（2020年） コロナ禍のため中止
第113回（2021年） 担当学年 高31期 実行委員 吉村伸 中井いづみ（中川）
第114回（2022年） 担当学年 高32期 実行委員 川瀬浩史 熊尾律子
第115回（2023年） 担当学年 高33期 実行委員 松井隆史 大野朝代（桑原） 佐々剛
第116回（2024年） 担当学年 高34期 実行委員 山﨑良一 高島知江

【新制同窓会発足、初年度にあたり】

2014年にスタートした還暦担当制は、2020年のコロナ禍中止により、還暦＋1学年となりましたが、
今年も、これからもバトンは継承されていきます。
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